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新積算システムの労務費調整について 

 新積算システムにおける労務費調整の方法は以下のとおりです。 

 

 

 

1.000-00000 0.0 0 
 

① 労務費調整係数（Ｒ） 

② 所定時間外の超過時間（Ｊ１） 

③ 所定時間の内 20～6 時にかかる労働時間（Ｊ２） 

④ 規制（右表） 

⑤ 亜熱帯補正 

⑥ 潮間割増率 

 

 

・「規制（④）」の種類 

0 労務費調整係数・超過時間の指定による割増し 

1 基準日額一括割増し 

6 労務費調整係数、超過時間の指定を無視 

7 基準日額一括割増有 入力必須の割増無 

A 除雪工事補正 

 

 

 

1.000 00-00 0 

①   ② ③ ④   ⑤      ⑥ 

①     ②   ③     ④ 
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【計算例】R0803 交通誘導警備員Ａを例とした場合 

 

 Ｐ：基準日額（労務単価）＝15,100 円 

 α：構成比（割増賃金比）＝0.843 

 

 Ｐ１：所定時間内の実働時間（所定時間から休憩時間を除いた時間） 

 Ｐ２：時間外時間（所定時間外の超過時間の内深夜時間を除いた実働時間） 

 Ｐ３：深夜時間（所定時間外の超過時間の内 20～5 時に間の実働時間） 

 

 Ｐ１＝8.0h、Ｐ２＝2.0h、Ｐ３＝0.0h とすると、 

 Ｒ＝（Ｐ１×1＋Ｐ２×1.25＋Ｐ３×1.5）／（Ｐ１＋Ｐ２＋Ｐ３） 

  ＝（8.0×1＋2.0×1.25＋0×1.5）／（8.0＋2.0＋0） 

  ＝1.050（少数点以下第 4 位四捨五入） 

 

 Ｒ：労務費調整係数（入力値） 

 Ｊ１：所定時間外の超過時間（入力値：時間） 

 Ｊ２：所定時間の内 20～6 時にかかる労働時間（入力値：時間） 

 Ｔ：補正された労務単価（円） 

Ｓ＝Ｐ－Ｐ×α 

 Ｔ＝Ｐ×α×Ｒ＋Ｓ（Ｊ２×１．５／８＋（８－Ｊ２）／８）×８／（８＋Ｊ１） 

 

 Ｔ＝15,100×0.843×1.05＋（15,100－15,100×0.843）×1×８／（８＋2） 

  ＝ 13,365.・・・＋1,896.・・・ 

  ＝15,262.・・・ 

  ≒15,260 円（四捨五入により 10 円単位） 

 

この場合、積算システムの労務調整係数では「1.050-20000 0.0 0」と表示される。 


